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『2016年度 助成財団フォーラム （旧・助成財団の集い）』 

開催のご案内 
 

拝啓 新たな年を迎え、皆さまにおかれましては益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。 

弊センターの業務および運営につきましては、平素より格段のご高配を賜り、心から感謝申

し上げます。 

さて、「助成財団」にとって最大の懸案であった公益法人制度改革および、これに伴う移行

手続きや公益認定等の問題も一段落した現在、ガバナンスなど法人運営の課題と共に、既存事

業の振り返りと見直しに着手しはじめた財団も増えつつあります。一方、最近では、企業の

CSR 活動の定着や各地での市民主導型ファンドの設立など、助成財団以外の資金提供団体等

も出現しつつあるほか、民間資金の導入を促進することで民間公益活動の活性化を狙いとした

政府の施策等も活発になりつつあります。 

このような状況の下、助成財団としては、これまで以上に感覚を研ぎ澄ませ、より広い視野

で社会に貢献していくことが、一層求められていると考えます。そこで当センターとしまして

も、これまでの助成財団関係者による集いを越え、助成を必要としている研究者やＮＰＯも含

めた多様な関係者が出会い、交わることが出来る場とすることを目的に、この度、装いも新た

に「助成財団フォーラム」として再出発することといたしました。 

今回のフォーラムでは、助成財団を巡る昨今の社会状況・環境の変化に鑑み、『アクティブ

な助成事業へのチャレンジ～公募によらない助成の意義と課題～』をテーマに、別添の内

容で開催を予定しております。 

政府でも企業でもない民間非営利組織の一つとしての助成財団が、＜助成＞という行為を通

じて持続可能な社会の実現に向け、いかに積極的に寄与することが可能か。そのためには、既

成の＜公募＞という受動的な事業にとどまることなく、独自の問題意識のもと、よりアクティ

ブに社会にアプローチしていくための助成事業と方法を模索し、果敢に取り組んでいくことが

大事になると考えます。 

以上のような背景から、第Ⅰ部では「財団主導型の事業について～米国の事例も踏まえて～」

と題し、米国の助成財団について造詣の深い茶野順子氏（笹川平和財団・常務理事）に、フォ

ード財団での経験も踏まえた基調講演を行っていただく予定です。 

また第Ⅱ部では、基調講演を受けて３名の報告者にご登壇いただき、「公募によらない助成

事例」と題し、助成団体独自の問題意識に基づいた計画型の助成事業とその方法等について、

具体的な事例をご紹介いただくとともに、出口正之氏（国立民族学博物館・教授）からは、そ

のような公募によらない助成の意義と課題等についてコメントをいただき、より効果的で価値

ある助成事業への取り組みに向けて皆さまと忌憚のない意見交換を行いたいと存じます。 

なお、フォーラム終了後の交流会につきましては、助成事業に関わる多様な関係者との交

流・ネットワーキングの推進をめざし、活発な情報交換の場として大いにご活用いただければ

幸いです。助成財団の関係者はもとより、ご関心をお持ちの多くの方々のご参加を賜りますよ

う、ご案内申し上げます。                           敬 具



◆◇◆◇◆ ２０１６年度 助成財団フォーラム ◆◇◆◇◆ 

アクティブな助成事業へのチャレンジ 
～公募によらない助成の意義と課題～ 

 

１．日 時：2017年２月１６日（木）１３:１５～１７:００（受付開始は１２：４５から） 

― 終了後、１９：００頃まで＜交流会＞を予定 ― 

２．場 所： 大手町ファースト スクエア カンファレンス（ｲｰｽﾄﾀﾜｰ 2F）【Room B・C】 

東京都千代田区大手町1-5-1 ファーストスクエア Tel 03-5220-1001 

３．定  員： １５０名 （定員になり次第、締め切らせていただきます） 

４. プログラム 

13:15  開会挨拶        山岡 義典 助成財団センター 理事長  

【第一部 基調講演】 

  13:35 「財団主導型の事業について ～米国の事例も交えて」 

       茶野 順子 氏 笹川平和財団 常務理事  

14:20  ― ＜小休憩＞ ― 

【第二部 事例報告 ＆ 質疑応答】 

14:30 ［Part１］－事例報告『公募によらない助成事例』－ 

進行： 渡辺 元 助成財団センター 事務局長/ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ･ﾃﾞｨﾚｸﾀｰ 

伊藤 博士 氏  トヨタ財団 常務理事、他               ［イニシアティブ・プログラム］ 

神山 邦子 氏 市民社会創造ファンド ｼﾆｱ･ﾌﾟ゙ ﾛｸﾞﾗﾑｵﾌｨｻ  ー

                  ［タケダ・ウェルビーイング・プログラム］ 

高谷 忠嗣 氏  庭野平和財団 専務理事               ［NPFプログラム・臨時助成］ 

15:40  ― ＜休 憩＞ ―【Room A】 

  16:00 ［Part２］― 基調講演・活動事例等に関するコメント＆質疑応答 ― 

ｺﾒﾝﾃｰﾀｰ：  出口 正之 氏 国立民族学博物館 教授 

17:00  閉 会 

【第三部 交流会】 於・【Room A】 

    17:10  開 会 

   19:00頃 終 了（予定） 

５．参加費：  【フォーラム参加費】 （一般）お一人 ９，０００円 

（会員）お一人 ６，０００円 

        【交流会参加費】 お一人 ４，０００円 （一般および会員とも） 

※ なお、プログラムの内容については、一部変更となる場合もありますので、予めご了承ください。 

◆お申し込み：別添の＜出欠連絡票＞に記載の上、２月７日（火）までにファックス 

にてお申し込みください。 

◆参加費： ２月１０日（金）までに、下記口座にお振り込み願います。 

＊三井住友銀行  新宿西口支店  普通預金：5541320 

＊三菱東京ＵＦＪ銀行  新宿支店  普通預金：0478691 
口座名： 公益財団法人 助成財団センター 
 

  (ご注意) ２月１０日までのキャンセルの場合は振込手数料を除いた入金金額を払い戻しいたしますが、 

２月１１日以降は払い戻しがありませんので、予めご了承ください。 


